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新
た
な
活
動
を
め
ざ
し
て

会
長

菊 舎 顕 彰 会 会 報

事治富福寺にで菊舎展開催

岡

日
目

子

会
員
の
皆
さ
ま、

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た
た
だ
き
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
秋
は
、
菊
舎
句
碑

「山
門
を
出
れ
ば
日
本
ぞ
茶

つ

み
歌
」
が
あ
る
黄
葉
宗
本
山
の
宇
治
高
福
寺
展
示
ホ
ー

ル
に
お
い
て

「
田
上
菊
舎
展
ー
そ
の
雲
遊
の
旅
｜
」

（十
月
十
八
日
か
ら
十
一

月
一
二
十
日
）
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
会
員
の
皆
さ
ま
が
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
ご

一
緒
に
句
碑
の
塁
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
荘
長
華
氏
を
招
い

て
の
七
絃
琴

の
演
奏
会
（
二
回
）
や
講
演
会
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

地
元
で
は
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
が
「
女
流
文
人
田

上

菊

舎

江

戸

の
女
子
旅
」
（
六
月
三
日
か
ら
七
月

三
十
日
）
を
開
催
し
、
伊
丹
市

の
柿
衛
文
庫
で
は
菊
舎

資
料
の
展
示
が
あ
り
、
全
国
三
会
場
で
た
い
へ
ん
な
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
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也
君

b
t

・

一
。
会
員
研
修

「
菊
舎
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
生
誕
地
田
耕
と
萩
」
七
月
八
・
九
日

物

O
一
泊
二
日
研

修

菊

舎
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

定

。

企

画

企
画
展

「も
っ
と
知
り
た
い
菊
舎
の
世
界
」

ぬ

七

月
八
日
（日）

1
九
日
（
月
）

李

会
場

・
や
ま
ぎ
ん
史
料
館

下
関
市
観
音
崎
町
十
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伺

八
行
先
v
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角
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＋
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会
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会
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C
萩
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ぐ
り
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昼
食

重

内
容

資
料
展
示

・
講
演

・
呈
茶

・
菊
舎
検
定
ク
イ
ズ

・

’

喜
一

調

〈
締
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五

月
末
日

三
十
玉

名

貸
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パ

ス

干
ι

五
月
十
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十
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・
十
三
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時
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時
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〈参
加
費
〉
A
H
一
五
0
0
0円

B
H
七
0
0
0円

C
H
七
0
0
0円

。
菊
舎
顕
彰
俳
句
大
会

十
月
二
十

一
日（
日）

豊
北
町
田
耕
促
進
セ
ン
タ
ー

希
望
者
に
は
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
l

e mail 
info@kikusha. com 

本
年
は
、

菊
舎
の
世
界
を
た
く
さ
ん
の
方
に
知

っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
新
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
つ
が
、
五
月
十

一
・
十
二

・
十
三
日
の
三
日

間
、
下
関
の
や
ま
ぎ
ん
史
料
館
を
会
場
に
、
イ
ベ
ン

ト

「も
っ
と
知
り
た
い
菊
舎
の
世
界
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
今
日
ま
で
顕
彰
会
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た

貴
重
な
資
料
の
数
々
を
、
今
回

一
堂
に
展
示
い
た
し

ま
す
。
歴
史
的
に
も
価
値
の
あ
る
品
々
や
初
公
開
の

も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
菊
舎
検
定
ク
イ
ズ
」

を
行
い
ま
す
。
時
間
は
十
分
間
。
先
ず
は
簡
単
な
初

級
か
ら
挑
戦
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
参
加
賞
や
認
定
証

を
ゲ

ツ
ト
さ
れ
、
中
級

・
上
級
と
進
み
ま
し
ょ
う。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

顕
彰
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
あ
な
た
様
の
会
員
継
続

と
、
新
会
員
の
勧
誘
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

単イ立 ．円

項目 予算額 決算額 備考

前 年度繰越 4,492 4,492 

4コii;: 費 560,000 602,700 326人 ・615口（口座徴収料 12,300)

事業収入 150,000 216,710 研究ノート ・手帖・句集 ・慕情

貯 金 利息 40 24 

助 成 金 47,000 20,000 田耕振興協議会 20,000

雑 収 入 30,468 6,000 主兄｛義

メE合3、 普十 792,000 849,926 

論

会

顕

彰

会

会

報

平成 28年度菊舎顕彰会収支決算書
平 成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日

《収入の部

昨秋、柿衛文庫では 「俳譜と茶の湯」

開催した。

茶の湯といえば、今では日本の文芸の中で最も「季節J

に関わりの深い芸道とされる。だが、利休の時代には意
識されなかった季節感が茶の湯にもたらされたのは、近

世初期に大流行し大衆化した茶の湯と俳諸との相乗効果

による所が大きい。 茶の湯と俳詰の共通点は、ほかにも

複数の人の参加で成立する 「座」 、その中でのやりとり

を通じて心通い合 う雰囲気を醸成する「挨拶」などがあり、

互いに影響を及ぼし合った。
菊舎は傑出した女性俳人であり、茶・書 ・画・ 琴 ・漢

詩など諸芸に秀でた。 このたび展覧会に拝借した菊舎ゆ

かりの品々の一部を次に紹介する。たとえば、菊舎愛用

の山吹色の十徳は有職文様の一つである双鶴に梅の花が

あしらわれた図柄で、この十徳を羽織って点前する菊舎

を努需とさせる。またその折に用いられたであろう茶器

茶碗 ・茶杓。茶器は千家十職の塗師五代中村宗哲から菊

舎へ寛政六年に贈られたもの。菊舎の交流の広さが窺える。

茶碗は菊舎手造の萩焼の筒茶碗に、自作の句が 「姿すジ

し昔を今に玉かしは文化庚午（ 7年）初夏 一字庵」と

書き付けてある。菊舎は文化 6年から同 8年 2月まで萩
に滞在していく つかの萩焼茶碗を造っており 、この茶碗

に触れると菊舎の人柄の温かさが伝わってくるようだ。

茶杓は猪名野の竹を自ら削ったもので、茶杓筒には 「し、

でそよ ゐな野竹 自作笹暗ゃいでそよことに有馬山
一一宇庵j とある。古来、笹の名所と知られた伊丹の名勝

地「猪名の笹原」を詠み込んだ大弐の三位の歌をふまえ

た句は、チャッチャッ と地鳴きしながら笹原を移ってい

く鴬の様を思い浮かべるとともに、菊舎を身近に感じら

れた。また茶会の案内状からは、分け隔でなく 人と接し
風雅に生きた菊舎の姿が偲ばれる。菊舎の遺した品々を

L通して 「俳3皆と苧ザJ~~~二時竺竺？？向型千九」
）長府庭園で俳句相撲大会 「下関場所J

気 ．．．． 圃・・・・E；白羽〓 内圃・・暦~画面
宮崎圃窮理盟圃・・l;f：~ 1＼理署正ヱ頁

才ケ芭夢壊費費量 4
~骨量~ι Fで軍圃・・れ
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と題する特別展を

《支出の部》

項目 予算額 決算額 備考

三ぷz』' 議 費 30,000 9,673 総会 ・役 員 会

事 業 費 400,000 627,423 俳句相撲 ・俳句手帖 ・会報

研 {@; 費 120,000 30,000 研修下 見

研 究 費 77,000 30,000 研究会

事務通信費 100,000 111,141 通信費 ・コピー ・事務用品

ヲ＿；＜..セ 際 費 20,000 15,610 弔電 ・病気見舞

' 来佐 費 45,000 23,000 文化協会会費 ・パソコン代

次年度繰越 3,079 

-@;- 計 792,000 849,926 

下
関
市
長
府
の
名
園

「長
府
庭

園
」
で
八
月
二
十
日
（
日
）
お
よ
そ

百
名
の
参
加
を
得
て
、
菊
舎
顕
彰

会
の
名
物
行
事
と
な

っ
た
俳
句
相

撲
大
会

「下
関
場
所
」
が
開
催
さ

れ
た
。

行
司
は
棒
、
袴
に
威
儀
を
正
し
、

ハ
ツ
ケ
ヨ
イ
の
声
勇
ま
し
く
東
西

か
ら
土
俵
に
上
が
っ
た
俳
句
を
仕

切
る
と
、
客
席
の
う
ち
わ
が
一
瞬

の
緊
張
を
伴

っ
て

一
斉
に
挙
げ
ら

れ
る
。
行
司
の
勝
ち
名
乗
り
が
告

げ
ら
れ
た
瞬
間
、

緊
張
し
た
空
気

が
一

気
に
緩
み
会
場
に
ど
よ
め
き

が
戻
る
。
勝
ち
名
乗
り
と
多
く
の

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞

品
を
受
け
る
出
場
力
士
の
笑
顔
が

爽
や
か
な
名
場
所
と
な

っ
た
。

秀
句
が
目
白
押
し
の
今
場
所
は
、

高
校
生
力
士
を
交
え
た
混
戦
と
な
っ

た
が
、
横
綱
の
栄
冠
は
四
股
名

「瀬
戸
の
海
」
が
手
に
し
た。

田
耕

・
萩

品
開

』
何回人

目処

置

ep
君
、

融
届
嗣
岡
闘
世

抜
粋

ー
雲
仙
・島
原
研
修
｜

六
月
十
八

・
十
九
日

菊
舎
尼
も
見
し
か
山
路
の
合
歓
の
花

桂
子

夏
帽
の
並
ん
で
く
ぐ
る
長
屋
門

則
江

干
拓
の
代
田
逢
か
に
普
賢
岳

芳
郎

夏
の
雲
平
成
新
山
仁
王
立
ち

伸
枝

武
家
屋
敷
歩
く
真
昼
の
か
き
氷

峰
雄

飛
魚
の
跳
ね
る
船
旅
有
明
海

正
史

｜
菊
舎
顕
彰
俳
句
大
会
（生
徒
の
き
｜

十
月
十
五
日

砂
浜
に
サ
ン
ダ
ル
消
え
る
夏
休
み

小
六
年

夢

子

金
銀
の
羽
ふ
る
わ
せ
て
赤
と
ん
ぼ

小
六
年

一口田
弥
世

浮
遊
し
ろ
魔
法
使
い
に
な
っ

た
夏

中
三
年

悠

人

も
う
ろ
う
と
獣
が
喰
る
夏
至
の
夢

高
三
年

楓

う
ら
山
に
雷
ブ
レ
ー
カ

l
落
ち
る

小
四

年

さ

と
り

演
奏
を
終
え
た
る
ほ
お
に
風
涼
し

中
三
年

楓

夏

風
涼
し
町
を
見
下
ろ
す
青
葉
城

高
二
年

彩

夏

官
晦
岡
崎
防
隊
也
ゆ
陸
直
似
津
山
隆

田
布
施

宗
貞
ま
ど
か
様

（
故
上
野
さ
ち
子
先
生
次
女
）

会
折
帖

「俳
詰
発
句
手
鑑」

公
卿
ほ
か
美
濃
派
俳
人
作
品
百
八
十
点

会
軸
菊
舎
自
画
賛
「
花
の
春
や
」
句

梅
図
（
萩

・
金
谷
天
満
宮
に
て）

会

軸

菊

舎

自

画
賛

「蘭
の
香
や
」
句

蘭
図

会
刊
行
物
多
数

裏
面
に

つ
づ
く
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O
一
七
年
十
月
十
八
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
黄
葉
宗
の
本
山
寓
福

寺
文
華
殿
に
お
い
て
軸

・
短
冊
・
稿
本

・
書
簡
な
ど
七
十
余
点
を

一
堂
に
田

上
菊
舎
展
が
開
催
さ
れ
た
。

念
願
で
あ
っ
た
菊
舎
ゆ
か
り
の
高
福
寺
で
の
企
画
展
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
、
顕
彰
会
と
し
て
は
又
と
無
い
機
会
を
得
ら
れ
た
わ
け
で
、
三
門
前
の

句
碑
建
立
に
関
す
る
初
公
開
資
料
を
揃
え
る
な
ど
、
遺
漏
無
き
ょ
う
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
準
備
に
臨
ん
だ
。

会
期
中
は
琴
奏
者
荘
長
華
氏
を
招
い

て
古
琴
の
弾
奏
を
行
い
、
岡
会
長
に

よ
る

「身
は
風
雲
の
過
客
」
と
題
す
る
講
演
も
行
わ
れ
好
評
を
博
し
た
。

左
の
新
聞
記
事
は
十
一
月
十
五
日
付
京
都
新
聞
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
。

万
福
寺
（
宇
治
市
五
ケ
庄
）
の
情
景
を
「
山
門
を
出
れ
ば
日
本
ぞ
茶
摘
み
歌
」
と
詠
み
、
門
前
に
句

碑
の
あ
る
女
性
俳
人
の
田
上
菊
舎
（
1
7
5
3
1
1
8
2
6年
）
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
M
日
、
万
福

寺
文
華
殿
で
あ
っ
た
。
菊
舎
顕
彰
会
会
長
の
岡
昌
子
さ
ん
（
ね
）

H
山
口
県
下
関
市
H
が
、
旅
や
人
々

と
の
交
遊
を
楽
し
ん
だ
菊
舎
に
倣
い
、

「避
ひ
の
精
神
を
見
直
そ
う
」
と
呼
び
掛
げ
た
。

菊 舎 顕 彰 会会報第 18号

て学ん遊びの心田上菊舎
宇
治
で
顕
彰
会
長
生
涯
を
語
る

講
演
会
は
、

万
福
寺
文
華
殿
で
聞

か
れ
て
い
る
「
田
上
菊
舎
展
」
（
却

日
ま
で
。
火
曜
休
館
。
有
料
）
に
合

わ
せ
て
企
画
、

ω人
が
訪
れ
た
。

下
関
出
身
の
菊
舎
は
夫
の
死
後
に

得
度
し
、
松
尾
芭
蕉
と
親
鷺
の
足
跡

を
追
い
却
歳
で
俳
譜
の
旅
に
出
た
。

生
涯
に
2
万
2
千
キ
ロ
を
歩
い
た
と
さ

れ
る
。「

茶
摘
み
歌
」
の
句
に
関
し
て
岡

さ
ん
は
「
万
福
寺
に
伝
わ
る
中
国
文

化
に
『
耳
目
を
驚
か
し
』
と
記
し
て

い
る
。
衝
撃
を
受
け、

漢
詩
や
七
弦

琴
に
傾
倒
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た」

と
強
調
し
た
。
お
点
の
書
画
を

一
つー
一
乃
説
明
し
、
潔
さ
を
感
じ
ら

一

れ
る
酒
脱
な
作
風
や
、

後
世
の
文
人
一

へ
の
影
響
を
紹
介
。

「菊
舎
は
欲
や

名
誉
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ

う
と
生
き
た。

勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
句
が
多
い
」
と
話
し
た
。

講
演
後
、
七
弦
琴
の
楽
曲
を
演
奏

家
、
荘
長
華
さ
ん

（鈍
）
が
披
露
し

た
。

（石
崎
立
矢
）

田上菊舎の生涯や作品について、顕彰会の岡さん（右）の講演
を聞 く来場者たちニ宇治市五ケ庄・万福寺文華殿

高福寺文華殿展示風景荘長華氏による七絃琴弾奏菊舎句碑14年振りの墨直し

菖福号室華腫萄舎屠鼎展牟草作晶一首

錦帯橋雪景図 河野糸白斎筆菊舎題 蓬莱の亀図 中）11小鶴題字・菊舎筆併題 松月図 交淡斎筆 菊舎題

富掛図 菊舎筆併題 悦山道宗像 元高筆自題 蘭図 菊舎筆併題

絵暦図 菊舎筆併題 桜図 菊舎筆併題 俳句一首 菊舎書

紅葉水車図 菊舎筆併題 竹図 菊舎筆併題 菊図 菊舎筆併題

五宇一行「菊開伏水東」 菊舎書 柳図 菊舎筆併題 美人と蛤図 鳥文斎栄之筆菊舎題

旅姿図 菊舎筆併題 菊寵図 菊舎筆併題 梅図 菊舎筆亀井南冥題

毛利元義 ・菊舎短冊貼交 毛利元義・菊舎筆 蘭図 菊舎筆併題 和歌 ・御ことば書 菊舎 ・藤潔子j

暢醸図 菊舎筆併題 牡丹・亀図 菊舎筆併題 四君子画賛竹図 慈悟筆 源 恭道題

蘭菊図 菊舎筆併題 酔中戯画 菊舎筆併題 菊図 慈仙筆 高辻俊長題

梅図 菊舎筆併題 松図 菊舎筆併題 梅図 慈仙筆 小倉豊季題

五言律詩・俳句 菊舎書 糸瓜図 養巌筆菊舎題 蘭図 慈悟筆菅原長親題

六宇冠句 菊舎書 菊図 菊舎筆香川景柄題 其の他句碑建立資料刊行物菊舎小品多数

一一一一一例－l*Oi知局せコーナーが
滋山川~山川一一川川一
企画展 もっと知りたい菊舎の世界

一作品にみる菊舎の心一

会場 ・やまぎん史料館
下関市観音崎町10-68083-232-0800

期間 ・5月11日（金）～5月13日（日）

時間 ・10:00～16:30

展示 ・寄贈品 掛軸 ・俳諸手鑑七絃琴

3日間11:00より展示品解説

講演 ・「上野先生、内山先生の思い出」 12日午後

企画 ・①期間中菊舎検定クイズ実施（希望者のみ）

初級から取組み中級、上級へ挑戦

各級合格認定証授与 所用時間10分

②呈茶 5月13日（日） 13:30より

※駐車場完備入館料無料

開催

一｜
ぽ
防
ゆ
隊
司
い川

下
関
市
立
歴
史
博
物
館

松
田
学
芸
員
に
聞
く

問

六
月
三
日
か
ら

「女
流
文

人
田
上
菊
舎
」

展
が
聞
か

れ
ま
し
た
が
期
間
中
の
入

場
者
は
？

答

約
二
千
六
百
人
で
す
。

問

展
覧
会
企
画
実
施
に
当
た
つ

て
の
感
想
は
？

答
俳
譜

・
漢
詩

・
和
歌

・
琴

・

茶
な
ど
諸
芸
に
秀
で
た
菊

舎
芸
術
の
帽
の
広
さ
と
い

う
も
の
を
、
身
を
も

っ
て

実
感
し
ま
し
た
。
史
学
を

専
門
と
し
て
き
た
私
に
は
、

新
鮮
な
体
験
で
し
た
。

問

心

に
残
っ

た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
り

答

情
報
を
聞
き

つ
け
て
遠
方

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
り
、
海
外
の
研
究
者
が

わ
ざ
わ
ざ
菊
舎
の
資
料
を

見
に
来
ら
れ
て
、
非
常
に

驚
き
ま
し
た。

問

今
後
に
向
け
て
一

言。

答

菊
舎
を
通
し
て
つ
な
が
る

ご
縁
が、

今
も
広
が
り
続

け
て
い
る
こ
と
を
強
く
感

じ
ま
し
た。

今
後
も
博
物

館
活
動
を
通
じ
て
、

菊
舎

の
世
界
を
よ
り
多
く
の
方
々

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

やまぎん史料館

←下関駅

P
研
修
旅
行
に
初
め
て
参
加
、

皆
さ
ま
の
や
さ
し
い
お
心
遣

い
に
た
い
へ
ん
楽
し
く
有
意

義
な
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

旅
好
き
の
私
で
す
が
菊
舎
の

生
き
方
は
本
当
に
素
敵
。
会

う
人
ご
と
に
そ
の
す
ば
ら
し

さ
を
話
し
て
い
ま
す
。

宇
部

市

ゆ

か

り

P
宇
治
の
墨
直
し
の
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
難
く

菊
舎
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

た
思
い
で
感
激
で
し
た
。
会

長
様
の
ご
講
演

・
七
絃
琴

・

展
示
の
数
々
、
深
く
心
に
し

み
わ
た
り
ま
し
た。

伊
賀
市

利

江

P
有
情
の
時
雨
迄
花
を
添
え
て

素
晴
ら
し
い
菊
舎
展
で
し
た
。

荘
氏
の
弾
琴
も
き
っ
と
菊
舎

尼
の
耳
に
届
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
ね
。
嬉
し
い
一
日
で
し
た
。

大

阪

府

永

子

P
菊
舎
展
と
句
碑
墨
直
し
に
出

席
い
た
し
ま
し
て
、
皆
さ
ま

が
如
何
に
菊
舎
尼
に
傾
倒
さ

れ
、
ま
た
顕
彰
会
の
活
動
を

称
え
て
お
ら
れ
る
お
姿
に

つ

く
づ
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

横
浜
市

裕

子

菊
舎
顕
彰
会
ホ
l
ム

。へ
l
ジ
随
時
更
新
中
1

一
宇
庵
通
信
も
お
楽
し
み
に
！

自属
襲

警

今
号
の
特
筆
は
何
と
い
っ
て
も

高
福
寺
で
の
菊
舎
展
で
す
。
菊

舎
と
言
え
ば
高
福
寺
。
そ
れ
ほ

ど
ゆ
か
り
の
深
い
寓
福
寺
で
、

会
長
念
願
の
企
画
展
実
現
の
報

せ
は
、
し
ば
し
胸
の
高
鳴
り
を

抑
え
ら
れ
な
い
出
来
事
で
し
た
。

念
ず
れ
ば
通
ず
、
会
長
の
執
念

と
企
画
力
に
脱
帽
で
す
。

佑


